
1 
 

 

私立大学図書館協会 ２０１９年度西地区部会総会 議事録 

 

開催日時 2019 年 6 月 21 日（金）10:30～12:00 

開催場所：大阪経済大学 D 館 1 階 D10 教室 

                                

＜敬称略＞ 

事務連絡 

 開会に先立ち、当番校 大阪経済大学（黒正 洋史）から会場の案内等の説明があった。 

開会の挨拶   当番校  大阪経済大学図書館   館  長 野村 国彦 

歓迎の挨拶   当番校  大阪経済大学         学  長 山本 俊一郎 

挨   拶   部会長校 佛教大学附属図書館   館  長 松田 和信 

 

配布資料確認 

 当番校（黒正 洋史）から配布資料の確認とスケジュールの説明があった。 

 

議長選出 

 議長として、当番校大阪経済大学図書館 館長 野村 国彦が選出された。 

 

役員校紹介 

 佛教大学附属図書館（森 智女）から、次のとおり紹介があった。 

＜2019 年度役員校＞ 

  部会長校        佛教大学 

  東海地区理事校       日本福祉大学 

  京都地区理事校     帝塚山大学 

  阪神地区理事校     大阪樟蔭女子大学 

  中国・四国地区理事校  徳島文理大学 

  九州地区理事校     福岡工業大学 

  監事校         名城大学 

 

部会成立宣言 

 議長（野村 国彦）から、加盟校 258 校中出席校 114 校、欠席校 144 校、内委任状提出

校 142 校で、出席校と委任状提出校の合計が 256 校となり、本協会会則 29 条 4 項に則り、

部会総会が成立している旨宣言があった。 

 

報告事項 

１．2018 年度西地区部会会務報告（2018 年 4 月～2019 年 3 月） 

前部会長校 大阪工業大学図書館（佐伯 慶子）から「総会資料」3～6頁により報 

告があった。 
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２．各地区協議会会務報告および各地区協議会研究会報告 

前部会長校 大阪工業大学図書館（佐伯 慶子）から「総会資料」7～23 頁により報

告があった。 

 

３．2018 年度私立大学図書館協会会務報告 

   前部会長校 大阪工業大学図書館（佐伯 慶子）から「総会資料」24～43 頁により

報告があった。 

 

４．2019 年度 協会役員校、委員会および協会関連団体等委員 

  前部会長校 大阪工業大学図書館（佐伯 慶子）から「総会資料」44～46 頁により

報告があった。 

 

５．その他 

 なし 

 

協議事項 

１．2018 年度西地区部会決算（案）および監査報告について 

 2018 年度決算（案）について、前部会長校 大阪工業大学図書館（佐伯 慶子）か

ら「総会資料」47～49 頁により報告があり、監事校 福岡大学図書館（井口 紀子）

から監査報告があった。以上の報告について、異議なく承認された。 

 

２．2019 年度西地区部会事業計画（案）について 

 2019 年度西地区部会事業計画（案）について、部会長校 佛教大学附属図書館（森 

智女）から「総会資料」50 頁により提案があり、異議なく承認された。 

 引き続き、2019 年度西地区部会研究会開催概要について、研究会当番校同志社大学

（藤井 邦宏）から「総会資料」50 頁により「図書館での障がい者支援（合理的配慮）」

をメインテーマとして開催するとの報告があった。 

 

３．2019 年度西地区部会予算（案）について 

 2019 年度西地区部会予算（案）について、部会長校 佛教大学附属図書館（森 智

女）から「総会資料」51 頁により提案があった。 

収入の部で、部会交付金は 2019 年度加盟校予定数 258 校で計上している。雑収入は 

昨年度実績に照らし、預金利息を計上。前年度繰越金は 2018 年度決算の次年度繰越金

分を計上している。 

支出の部では、例年どおり必要な項目を設け、部会活動費、総会費、研究会費それぞ 

れ昨年度の実績に照らし、計上している。地区協議会交付金では 5地区に各 8万円で

計上。地区研究会交付金は 2019 年度加盟校予定数 258 校で計上している。詳しい算出

方法は配付資料注 1のとおりである。地区研究会幹事校交付金は 5地区に各 7万円で

計上している。予備費の内訳は配付資料のとおりである。 

以上の提案について、異議なく承認された。 
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４．その他 

   なし 

 

承合事項 

１．「除籍（図書の除却）について」  

   福岡女学院大学（小野 未来子）より、書庫狭隘化問題を抱え、他館の除籍状況 

を参考にし、今後の除籍計画等を検討したいという趣旨で提案がなされた。事前ア

ンケートにより 184 館からの回答を集計し、他館の除籍の様子について報告がなさ

れた。 

 

確認事項 

１. 2019・2020 年度西地区部会役員校について 

部会長校 佛教大学附属図書館（森 智女）から「総会資料」52 頁に基づき説明

があり、確認された。 

（１）2019 年度 

部会長校           佛教大学 

東海地区理事校        日本福祉大学 

京都地区理事校        帝塚山大学 

阪神地区理事校        大阪樟蔭女子大学 

中国・四国地区理事校     徳島文理大学 

九州地区理事校        福岡工業大学 

監事校            名城大学 

東海地区研究会幹事校     愛知工業大学 

京都地区研究会幹事校     京都華頂大学 

阪神地区研究会幹事校     相愛大学 

中国・四国地区研究会幹事校  安田女子大学 

九州地区研究会幹事校     日本文理大学 

 

（２）2020 年度 

部会長校           佛教大学 

東海地区理事校        日本福祉大学 

京都地区理事校        帝塚山大学 

阪神地区理事校        大阪樟蔭女子大学 

中国・四国地区理事校     徳島文理大学 

九州地区理事校        福岡工業大学 

監事校            名城大学 

東海地区研究会幹事校     愛知工業大学 

京都地区研究会幹事校     嵯峨美術大学 

阪神地区研究会幹事校     関西看護医療大学 

中国・四国地区研究会幹事校  川崎医科大学 

九州地区研究会幹事校     福岡女学院大学 
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２．2019・2020・2021 年度西地区部会当番校について 

部会長校 佛教大学附属図書館（森 智女）から「総会資料」53 頁に基づき説明

があり、確認された。 

（１）2019 年度 

西地区部会総会        大阪経済大学 （阪神地区） 

    西地区部会研究会       同志社大学  （京都地区） 

  

（２）2020 年度 

    西地区部会総会        熊本学園大学 （九州地区） 

    西地区部会研究会       名古屋外国語大学・名古屋学芸大学（東海地区） 

 

（３）2021 年度 

    西地区部会総会        ノートルダム清心女子大学（中国・四国地区） 

    西地区部会研究会       大阪芸術大学（阪神地区） 

 

３．2019 年度西地区部会関連行事日程について 

   部会長校 佛教大学附属図書館（森 智女）から「総会資料」53 頁に基づき 2019

年度西地区部会関連行事日程の説明があり、確認された。 

 

４．その他 

    ①私立大学図書館協会役員校・当番校等一覧（西地区部会関係）54 頁 

     ・2021・2022 年度 会長校 西南学院大学（九州地区） 

       ・2025・2026 年度 部会長校 西南学院大学→福岡大学に変更 

     以上 2点が九州地区協議会において決定したことを報告し、確認された。 

      ②2020 年度西地区部会総会・研究会について 

      2017 年度の第 1回役員会の承認に基づき、2020 年度の西地区部会総会・研究

会は同日開催とし、会場は熊本学園大学（総会当番校）で行われること、研究

会当番校が総会会場へ行く際の交通費が研究会費より支出されることが確認さ

れた。 

 

その他 

１．西地区部会の組織・活動のスリム化に向けて 

   部会長校 佛教大学附属図書館（森 智女）より、別紙配布資料に基づき、説明

がなされた。 

    西地区部会において、数年前より役務の負担などが話題にあがり、都度会議にお

いても議論されていることが、記録にも留められている。それぞれの地区協議会に

おいて、役員などを引き受けることを躊躇され、拒まれる事例もあり、それらの決

定が遅れることにより、西地区のみならず、運営に支障を来たす事態にも発展して

いる。地区により事例は異なるかもしれないが、大学の規模に関わらず、会長を担

う規模であるとかどうではなく、すべての加盟館の皆さまにこの機会に問題を共有
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し、お考えいただきたい。 

    2019 年 3 月 1 日の西地区部会役員会において、前部会長校・大阪工業大学様より

問題提起として、西地区部会における課題や見直しの方向性などが出され、確認が

なされた。その案を、いよいよ具体的な検討に進めるために、全ての加盟館に意見

収集というかたちで検討の一歩にしたいと提案する。 

   これら 3案を持って、まず意見収集し、方向性を確認することから手がけたい。今

後の進め方については、この意見収集を 8月末期日とし、その意見をまとめ、12 月

6 日の常任幹事会で見直しの骨子を報告。その後、2020 年 3 月 6日の西地区部会役

員会において見直しの骨子を固める。その内容について、理事校より加盟館へメー

ルで送信し、賛否を問いたいと考えている。 

 

    次に、前部会長校・大阪工業大学図書館（佐伯 慶子）より、今回の提案にいた

る詳細や経緯について説明がなされた。 

    部会長校の任期中に、運営の負担増加や今後の運営が立ち回らないのではないか

といったことを感じた。前々任校の福岡大学が部会長校業務のスリム化に力を入れ、

役員会の回数削減や、「部会総会」「部会研究会」の同日開催などにより、参加者に

とっても負担軽減となることを推進された。スリム化＝手抜きではなく、合理化・

効率化によりレベルを落とさず、一加盟館においても負担軽減・メリットを感じる

運営をしていければと思う。 

    まずは、具体的な意見収集という形ですすめ、今後の協会全体で向かうべき方向

性を、部会長・役員を担う大学だけではなく、皆で検討していければと考える。 

 

以上の提案について、異議なく承認された。 

 

 

閉会に先立ち、2020 年度総会当番校 熊本学園大学図書館長 林 裕より挨拶があっ

た。  

 

閉会の挨拶 総会当番校 大阪経済大学図書館 館長 野村 国彦 

 

 

事務連絡 

昼食    12：10～ 大阪経済大学 D 館 1 階 D10 教室 

 

施設見学  12：10～ 

図書館、その他学内施設、および業者展示ブース見学 

 

西地区部会研究会（当番校：同志社大学） 

13：30～ 

 

 


